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要約 : 四倍体ブドウ品種 藤稔 巨峰 において ストレプトマイシン SM 処理で無核果実を誘発する
割合は 処理される新梢の長さによって異なった 図 / 長い新梢ほど高い率で無核果実が得られた しか
し 巨峰 では満開 +-日前 また 藤稔 では満開 +/日前の SM散布後 満開日に +,./ppmの GA処理を
再度行うとこの新梢の長さの効果は消されいずれの処理枝でもすべて完全な無核果実を結実した 図 /
またその処理は果実重を増し 大果を生産した 図 0 この満開時に GA +,./ppmの散布を加えると 果房
の大きさを増したが 短い新梢ほどその影響は少なかった 表 - .
SM処理時に設定した長さによる区分は その後の枝の伸長性 図 + や果実の肥大 図 , と正の相関を
示し また果皮色とは負の相関を示した 図 - .
結果として SMで無核性を誘発したのち 満開時に GAを処理することが コンパクトな果房を得るの
に必要であった




二倍体ブドウ デラウェア のジベレリン 以後 GAと
記す による無核化については GA処理に適した花蕾の
発育ステジが明らかにされ 実用化されている2 すな
わち 無核化を目的として GA +** ppmを満開約 +.日前






用化に至っていない/, 0, 3, +*, +-, +0, +1
これに対して石川ら.は満開 +2日前のストレプトマイ
シン 以後 SMと記す 処理により 四倍体ブドウの 藤
稔 巨峰がほぼ完全に無核化することを明らかにした
この満開 +2日前の SM処理は 開花の約 ,週間前にあた














そこで本研究では 四倍体品種のブドウ 藤稔 と 巨
峰を用い生育の異なる新梢に着生した果房の無核果率
果房形状および品質に及ぼす SM処理の影響について調
査した また SM処理を施した枝に 満開時に GAを再
度処理した場合の効果についても検討した
材料および方法
+ 供試品種 : +330年に東京農業大学厚木農場に栽植









Jour. Agri. Sci., Tokyo Univ. of Agric., .0 (,), 1*12 (,**+)
東京農大農学集報 .0 , 1*12 ,**+
を用いた
, 供試薬剤 : SMはストレプトマイシン ,*を含む
アグレプト液剤 明治製菓株 製 を用い 処理濃度は
,**ppm水溶液とした また GAは GA-を -.+含むジ
ベレリン協和粉末 協和醗酵工業株 製 を用い 処理濃
度は +,./ppmまたは ,/ppm水溶液とした
- 試験区と処理方法 : 表 +のように SM散布時に供試
樹の新梢とその新梢に着生した花穂を調査して 新梢生育
を ,*-* cm -+.* cm .+/* cm /+0* cm 0+ cm
以上の /段階に分けた SM ,**ppmを /月 ,.日 巨峰
は満開 +-日前 藤稔 は満開 +/日前 に小型噴霧器で樹
別に亜主枝単位で散布した 試験区は収穫を目的とした第
+花 果 房では SM散布と満開時 巨峰 は 0月 0日
藤稔 は 0月 2日 に GA +,./ppmに浸漬した区を設け
た 剪除して解体を前提に残した第 ,花 果 房は SM散
布のみで 満開時の GA処理は行なわなかった 後期処理
は第 +果房第 ,果房ともに満開 +*日後に GA ,/ppmに
浸漬した 第 +果房 第 ,果房ともに +区 +0果房を用い
た
花穂の整形は樹全体の開花が +割程度に達した /月 -+
日0月 ,日にかけて 房先から約 . cmを残し 他の花蕾
はすべて主軸から除去した 摘粒は第 +果房についてのみ
行い -/.*粒を目安に 0月下旬に行なった
なお 巨峰 は収穫間際にカラスの食害にあい 区に
よっては着粒数が減少した
. 調査方法 : SM散布時に長さ別に区分けした新梢を
各区 2本用い 新梢伸長が約 ,mに達した 0月下旬の摘芯
時までの生育を経時的に測定した 1月上旬から果粒の肥
大状況を把握するため 各区 ,房の果房の上段 中段およ
び下段の各,粒をマ	キングし 果粒横径をデジタルノ
ギスで経時的に測定した 果粒の軟化期 巨峰 ; 1月 +-
日 藤稔 ; 1月 +/日 以降は肥大調査に用いた果粒の果
皮色を色彩色差計 ミノルタ製 CR-,**b により経時的に
測定した 1月中旬には第 ,果房を剪除し 房毎に無核果
率 木村ら1の方法に準じて 幅 ,mm以上の種子を含ま
ない果粒の比率を求めた を調べた 同時に着粒数 主軸
長支梗長 第 +車の主軸に最も近い果梗基部までの長さ
および支梗数 車 を調べた 収穫時 巨峰 ; 2月下旬
藤稔 ; 3月上旬 に第 +果房の無核果率 果房重 着粒











著となり ,*-* cmの新梢は約 .* cm .+/* cmの新梢
は約 2* cm /+0* cmの新梢で約 +,* cm 0+ cm以上の
新梢では約 +0* cmに達した 特に 0+ cm以上の新梢は
藤稔 が 巨峰 より約 ,+ cm長く さらに満開 -週目で








になり 特に ,*-* cm -+.* cmの新梢の果粒ほど肥
大が劣った 一方 藤稔 は新梢生育の違いに関わらず 3
週目以降も肥大を続け 特に .+/* cm /+0* cmの新
梢に着房した果粒の肥大が顕著であった
- 果皮着色
果皮の明度 L*値を図 -に 赤色指標 a*値を図 .に示し
た 果粒の軟化はいずれの品種も満開 /週目に確認され
た L*値は 藤稔 では満開 1週目以降 いずれの新梢の
果粒も急激に低下し 2週目から 3週目では /+0* cmと
0+ cm以上の新梢の果粒の低下が顕著となり +*週目以降
はほぼ横ばいで L*値は ,,,-の低い値を示した 巨峰
は満開 0週目から 2週目にかけていずれの新梢の果粒も L





した 満開 1週目以降 藤稔 の果皮色は全て薄赤色に移
行し 3週目には赤色のピクを示した +*週目以降 /+
0* cmと 0+ cm以上の新梢の果粒の a*値は急激に低下
した一方 巨峰では -+.* cmと 0+ cm以上の新梢の
果粒の果皮色は 満開 2週目に薄赤色に移行し そのピ
クはいずれの新梢に着房した果粒も満開 3週目にみられ






図 + SM ,**ppm散布時の新梢長とそれ以後の伸長状況




にあり 特に /+0* cmの新梢の果房の無核果率が高かっ
た 同一新梢の果房では第 ,果房より第 +果房で無核果率
が高く 藤稔では 0+ cm以上の新梢の果房では +**無









図 - 新梢長別果粒の果皮色 明度 ; L*値 の変化
X軸数字は満開後の週





の生育時の果房形状を表 ,に示した 両品種とも SM散布
時の新梢が中庸より強めの新梢の果房ほど軸が太く 多着





らかに満開時に GAを加えることで 重量が増大した し
かし 果実の糖や酸度には 両者の間に差異がみられな





長が -* cm未満では 2*台の低い値を示すが .*2* cm
の新梢の果房では約 32さらに新梢が長いと無核果率は
+**に近い値を示したとしている 本試験でも生育旺盛
図 / 新梢長別果房に対する SM散布及び満開時 GA処理と無核果率の関係
図 0 新梢長別の果粒重に及ぼす SM散布及び満開時の GA処理の影響




時に -+ cm以上の長い新梢の果房で完全に無核化した 図




小笠原+,は 巨峰 の花穂を満開約 -週前に SM処理す
ると 花振いが多く観察されたとしている 本試験でも
満開時の新梢長が ,*-* cmの新梢の果房では 満開約 ,
週前の SM処理でも 花振いにより着粒数が減少した 表
, このことは 満開時の平均新梢長が -* cm未満では着
粒が極端に少なくなるとした川野ら/柴+-の 巨峰 ピ
オネ での結果と一致する しかし 満開時に ./ cm以
上に生育した新梢の果房は 両品種とも花振いが少なく適
正着果の房作りを可能にすると思われる
望月佐久間3 柴+.は 巨峰 の無核果生産において
樹勢が強く 新梢の生育が旺盛なほど果粒の肥大がよく
良品質な果実が生産されるとしている 本試験の新梢生育
は SM散布時において .+/* cmの新梢ではその後満開
-週目の摘粒時に約 +** cmを示すのに対し /+0* cmの
新梢は満開 +週目に また 0+ cm以上の新梢は満開時に
それぞれ +** cm以上となった 図 + 果粒の肥大は ,*
-* cm -+.* cmの新梢では肥大が少なかったが .+
/* cm /+0* cmの新梢の果粒は肥大を高めた 図 ,収
穫時の果粒は 長い新梢の果粒が重く 満開時の GA処理
によりさらに重くなった 図 0 野畠ら++は 藤稔 の果
粒は摘粒時 満開後 ,*日の新梢長が +**+,3 cmで最
も大きく +-* cm以上になるとやや小粒になり 33 cm以
下ではさらに小さく しかもバラツキが生じることから
摘粒時の新梢長は +**+-* cmが適当としている 津川
辻+/は 藤稔 と 巨峰 の果粒肥大を比較し 満開 ++週
以降は 巨峰 の肥大がわずかなのに対して 藤稔 は収
穫時まで肥大が続き 摘粒時の果粒横径は新梢長が長いほ
ど大きかったとしている さらに 藤稔 の果粒の肥大は
摘粒時の新梢長が +**+/* cmで最も大きく +** cm以
下では肥大が悪いために摘房が必要であるとしている 一
方 巨峰 ピオネ について川野ら/の試験では 満
開時の新梢が 3* cm以上で良品の果実が生産され .* cm
未満の 巨峰 では無核果率が低く ピオネ では熟期
が遅れたとしている 本試験においても SM散布時の新梢
が .+ cmより長いものほど 両品種とも肥大が進行した
一方 満開 -週目の 3* cm以下の新梢の果房は 肥大を高
めるために早期に摘房して着房数を制限することが必要と
思われた
果皮色の L*値と a*値は両品種間に違いがみられ 藤
稔 は満開 3週以降 /+0* cmおよび 0+ cm以上の新梢
の果粒で明度および a*値が低下して 紫黒色に移行した
しかし 巨峰 は -+.* cmと 0+ cm以上の新梢の果粒
で果皮に赤色が残った 図 -,図 . さらに 収穫時の 藤
稔 は a*値に違いがみられ -+.* cmの新梢の果房は赤
紫色であったが 0+ cm以上の新梢の果房は紫黒色に着色









よいことから 新梢の徒長傾向がみられた 巨峰 では
-+.* cmと 0+ cm以上の新梢の果粒の着色が抑制された
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業 00 ++ ,3,,3/.
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農業 00 +, ,2*,2-.
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E#ect of Streptomycin and Gibberellin
Treatments to Di#erent Lengths of
Bearing Shoots on Induction of
Seedless Berries of Tetraploid Grapes
By
Kazunori ISHIKAWA*, Hisamitsu TAKAHASHI**, Hiroaki KATO***
and Fukio IKEDA****
(Received January +3, ,**+/Accepted April +3, ,**+)
Summary : The induction rates of seedless berries in the tetraploid grapes, Kyoho’ and Fujiminori’
by the streptomycin (SM) spraying di#ered with applied shoot lengths. The longer the shoots at the
treatment application, the higher the rates of seedlessness induced (Fig. /).
However, an additional GA treatment at +,./ppm on 02th June (at full bloom stage) after SM
spraying on ,.th May overcame these length e#ects of shoots and any of the applied shoots bore the
complete seedless berries (Fig. /).
It was also e#ective to increase the fruit weight, resulting larger size of berries (Fig. 0).
As compared with the un-treated, GA treatment at full bloom induced heavier and larger clusters
and berries (Table - and .). However, it was found that the shorter the shoot treated, the smaller the
e#ects on the induction of larger clusters.
Criterion according to shoot lengths at the SM spraying on ,.th May positively related to shoot
elongation and fruit enlargement (Fig. ,) and negatively correlated with skin coloring (Fig. - and .).
In conclusion, the additional GA treatment after SM spraying is needed for production of a
compact cluster and high quality fruits in seedless tetraploid grape production.
Key Words : tetraploid grapes, streptomycin spraying, gibberellin dipping, di#erent length of shoots,
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